
中期目標変更（案）に対する公立大学法人大阪府立大学の意見 
 

○ このたびの中期目標の変更の趣旨については賛同しているところですが、表現については以下のとおり意見を提出します。 

修正案 大阪府の変更案 現行 変更理由 

（中期目標策定の基本的な考え方） 

 時代が大きく変革し、アジアにおける都市間競争をはじめとするグローバル

化が加速する現在において、世界に通用する教育研究を行うなど、大阪府立大

学が地域の発展に果たす役割が大いに期待されている。また、府民の税金によ

って支えられている大学として、社会の求める有為な人材の育成やニーズに応

じた研究を行い、その成果を社会に還元することで、府民からの期待に応えら

れる大学となる使命を帯びている。 

 このため、大阪府は、公立大学法人大阪府立大学から提案された改革案に基

づき、平成22年３月に今後の大学の方針を示した「大阪府立大学の改革指針」

をとりまとめた。この指針を踏まえ、今後、次世代に向けた先端の教育研究拠

点となるよう、選択と集中により、これまでの大阪府立大学の強みを活かし、

理系を中心とした学域への再編をすすめるとともに、教育研究の成果を地域に

還元し、地域貢献ナンバーワン大学をめざすなど、府民に開かれた大学として、

その位置づけを明確にする。さらに、大阪府立大学工業高等専門学校を新たに

設置し、運営することにより、創造的で実践的なものづくり技術者から大学院

での世界水準の研究者まで、幅広く人材を育成する。 

 このような改革を着実に実行するためには、公立大学法人大阪府立大学が、

より一層ガバナンスを発揮するとともに、世界標準となる具体的な目標を掲げ

ながら、府民にもわかりやすいかたちでの取組が不可欠である。 

 大阪府は、公立大学法人大阪府立大学が「変革と挑戦」のもと、着実に改革

を実行し最先端の高度な研究を行い世界に発信するとともに、理系を中心とし

た教育研究によって、社会のリーダーとなる人材を育成する高度研究型大学と

なるよう、その実現に向け、以下のとおりこの中期目標を定める。 

 

 

 

 

 

 

（基本的な目標） 

 公立大学法人大阪府立大学は、従来から広い分野の総合的な知識と深い専門

的学術を教授研究し、豊かな人間性と高い知性を備え、応用力や実践力に富む

有為な人材の育成を行うとともに、その研究成果の社会への還元を図り、もっ

て地域社会及び国際社会の発展に寄与することを目的としている。この目的に

加え、新たな公立大学法人大阪府立大学としての改革を着実に推進するため、

以下のとおり取り組む。 

 

Ⅰ―Ⅴ （略） 

 

Ⅵ その他業務運営に関する重要目標 

 １―３ （略） 

 ４ 大阪市立大学との統合による新大学実現へ向けた取組の推進 

世界的な大学間競争を勝ち抜き、より強い大阪を実現するための知的イ

ンフラ拠点として存在感を高めるため、大阪府立大学と大阪市立大学で取

りまとめた「新・公立大学」大阪モデル（基本構想）を踏まえ、世界に展

開する高度な研究型の公立大学に向け、大阪府、大阪市及び公立大学法人

大阪市立大学と緊密に連携を図りながら、新大学の実現を目指し、準備を

進める。 

 （中期目標策定の基本的な考え方） 

 時代が大きく変革し、アジアにおける都市間競争をはじめとするグローバル

化が加速する現在において、世界に通用する教育研究を行うなど、大阪府立大

学が地域の発展に果たす役割が大いに期待されている。また、府民の税金によ

って支えられている大学として、社会の求める有為な人材の育成やニーズに応

じた研究を行い、その成果を社会に還元することで、府民からの期待に応えら

れる大学となる使命を帯びている。 

 このため、大阪府は、公立大学法人大阪府立大学から提案された改革案に基

づき、平成22年３月に今後の大学の方針を示した「大阪府立大学の改革指針」

をとりまとめた。この指針を踏まえ、今後、次世代に向けた先端の教育研究拠

点となるよう、選択と集中により、これまでの大阪府立大学の強みを活かし、

理系を中心とした学域への再編をすすめるとともに、教育研究の成果を地域に

還元し、地域貢献ナンバーワン大学をめざすなど、府民に開かれた大学として、

その位置づけを明確にする。さらに、大阪府立大学工業高等専門学校を新たに

設置し、運営することにより、創造的で実践的なものづくり技術者から大学院

での世界水準の研究者まで、幅広く人材を育成する。 

 このような改革を着実に実行するためには、公立大学法人大阪府立大学が、

より一層ガバナンスを発揮するとともに、世界標準となる具体的な目標を掲げ

ながら、府民にもわかりやすいかたちでの取組が不可欠である。 

 大阪府は、公立大学法人大阪府立大学が「変革と挑戦」のもと、着実に改革

を実行し最先端の高度な研究を行い世界に発信するとともに、理系を中心とし

た教育研究によって、社会のリーダーとなる人材を育成する高度研究型大学と

なるよう、その実現に向け、以下のとおりこの中期目標を定める。 

 

 

 

 

 

 

（基本的な目標） 

公立大学法人大阪府立大学は、従来から広い分野の総合的な知識と深い専門

的学術を教授研究し、豊かな人間性と高い知性を備え、応用力や実践力に富む

有為な人材の育成を行うとともに、その研究成果の社会への還元を図り、もっ

て地域社会及び国際社会の発展に寄与することを目的としている。この目的に

加え、新たな公立大学法人大阪府立大学としての改革を着実に推進するため、

以下のとおり取り組む。 

 

Ⅰ―Ⅴ （略） 

 

Ⅵ その他業務運営に関する重要目標 

 １―３ （略） 

 ４ 大阪市立大学との統合による新大学実現へ向けた取組の推進 

世界的な大学間競争を勝ち抜き、より強い大阪を実現するための知的イ

ンフラ拠点として存在感を高めるため、大阪府立大学と大阪市立大学で取

りまとめた「新・公立大学」大阪モデル（基本構想）を踏まえ、地域課題

解決型の公立大学の実現に向け、大阪府、大阪市及び公立大学法人大阪市

立大学と緊密に連携を図りながら、平成 32 年度の大阪市立大学との大学

統合を目指し、準備を進める。 

（中期目標策定の基本的な考え方） 

 時代が大きく変革し、アジアにおける都市間競争をはじめとするグローバル

化が加速する現在において、世界に通用する教育研究を行うなど、大阪府立大

学が地域の発展に果たす役割が大いに期待されている。また、府民の税金によ

って支えられている大学として、社会の求める有為な人材の育成やニーズに応

じた研究を行い、その成果を社会に還元することで、府民からの期待に応えら

れる大学となる使命を帯びている。 

 このため、大阪府は、公立大学法人大阪府立大学から提案された改革案に基

づき、平成22年３月に今後の大学の方針を示した「大阪府立大学の改革指針」

をとりまとめた。この指針を踏まえ、今後、次世代に向けた先端の教育研究拠

点となるよう、選択と集中により、これまでの大阪府立大学の強みを活かし、

理系を中心とした学域への再編をすすめるとともに、教育研究の成果を地域に

還元し、地域貢献ナンバーワン大学をめざすなど、府民に開かれた大学として、

その位置づけを明確にする。さらに、大阪府立大学工業高等専門学校を新たに

設置し、運営することにより、創造的で実践的なものづくり技術者から大学院

での世界水準の研究者まで、幅広く人材を育成する。 

 このような改革を着実に実行するためには、公立大学法人大阪府立大学が、

より一層ガバナンスを発揮するとともに、世界標準となる具体的な目標を掲げ

ながら、府民にもわかりやすいかたちでの取組が不可欠である。 

 大阪府は、公立大学法人大阪府立大学が「変革と挑戦」のもと、着実に改革

を実行し最先端の高度な研究を行い世界に発信するとともに、理系を中心とし

た教育研究によって、社会のリーダーとなる人材を育成する高度研究型大学と

なるよう、その実現に向け、以下のとおりこの中期目標を定める。 

 なお、大阪府は、今後経営と教学の一層の強化を図るため、理事長と学長の

分離に向け、検討していく。また、この改革で理系を中心とした大学へと特色

化を図る大阪府立大学と、同じ公立大学である大阪市立大学とが統合すること

で強力な大学が誕生するものと考えており、今後とも、その可能性を探ってい

く。 

 

（基本的な目標） 

 公立大学法人大阪府立大学は、従来から広い分野の総合的な知識と深い専門

的学術を教授研究し、豊かな人間性と高い知性を備え、応用力や実践力に富む

有為な人材の育成を行うとともに、その研究成果の社会への還元を図り、もっ

て地域社会及び国際社会の発展に寄与することを目的としている。この目的に

加え、新たな公立大学法人大阪府立大学としての改革を着実に推進するため、

以下のとおり取り組む。 

 

Ⅰ―Ⅴ （略） 

 

Ⅵ その他業務運営に関する重要目標 

 １―３ （略） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●府市統合に関

する項目を（中

期目標策定の基

本的な考え方）

から削除し、（基

本的な目標）と

して位置付けを

明確にする 

 

資料 ２－１ 


